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（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 
 

【事業名】 
 

 Ａ事業② 地域を支える中小企業再生・展開支援事業 
 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 
 

【現状】 

(1) 人口の急速な減少 

・ 岩手県の人口はH22～R1の10年間で10万人以上減少（▲7.8％）した。特にH23の東日本

大震災で甚大な被害（死者6千人以上）を受けた沿岸部は▲15.7％。過疎化が進む県北

部で▲13.4％と著しい。 

(2) 地域経済の縮小 

・ 近年、県南部において、自動車、半導体関連工場の拡張・集積が進む一方で、地域の消

費人口減少に伴い、地場企業の縮小・廃業が著しい。 

・  県内事業者数はH21～H26の5年間で44,455事業所から38,737事業所に減少（▲

12.7％）。経営者の高齢化も顕著で平均年齢61.6歳（H29現在）と全国平均を2.1歳上回 

り、後継者不足による廃業が増加するなど、地域経済の縮小が懸念される。 

【課題・問題】 

(1) 県内企業が抱える大きな課題 

・ 岩手県中小企業振興第2期基本計画によると、県内中小企業1,000社に対するアンケート

調査結果において、企業が抱える大きな課題として挙げられたのは、①生産コストの削

減、②営業力・販売力の強化、③人材の確保と育成、④後継者の確保と育成の4点で

あった。 

・ その背景として、 

① 原材料費、物流費、人件費等の上昇により、利益を確保できない企業が増えている。 

② 地域内において、消費人口減少、取引先の減少により、地域外に活路を求める企業が

増えている。 

③ 深刻な人手不足に加え、高齢化でベテラン社員の退職も増えている。 

④ 経営が悪化している企業においては、子息が事業継承を忌避する例も多い。 

(2) 沿岸被災企業の課題 

・ 当センターにおいては、東日本大震災で被災し、事業再開をめざす303社に対し、国の

高度化資金を活用し無利子融資を行ってきたが、近年、復興事業が順次完了し復興関係

者の縮小・撤退が進んでいるほか、記録的な不漁により水産原材料が高騰、人手不足も

重なって、経営悪化が顕著となる企業が増えている。 

(3) 新型コロナウイルス感染症の影響による課題 

・ 首都圏を中心とした顧客・取引先の減少や販路の喪失により売上減少し、県内企業の財

務内容が悪化している状況である。 

・  食品・水産加工業についてはコロナ禍において業務用食品⇒市販用食品への転換も迫ら 

   れるなか、新しい販路の開拓能力や市場ニーズに合致した新商品等の開発能力がない。

また、EC販売等のWebを利用した販売手法も必要となってきているが対応できない小規

模企業も多い。 

 

【現在の支援事業とその課題】 

・  当センター及び関連機関においては、これまでも次の支援を行ってきた。 

① 自動車メーカーの協力により県内企業の「カイゼン」指導を行っており、令和元年 

度から継続して、国庫補助事業を活用しIoT導入研修等を試験的に開始しているが 

対象はものづくり（機械部品・金属加工等）企業に限定され、ものづくり以外の企
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業は補助事業の要件上対象外となっている。 

② 平成30年度から、県・金融機関・中小機構の資金活用により「いわて希望応援ファ

ンド」を再組成し、企業の商品開発や事業展開を助成しているが、応募企業が常連

化し、すそ野の拡大が課題である。特に県内中小の食品・水産加工企業は、一次加

工業者が多く、取引先も食品卸企業が中心で、商品開発や販路開拓ノウハウが不十

分である。 

③ 県内企業の人材不足が深刻化する中、県内外において人材マッチングイベント等が

積極的に催されているが、全国的な人手不足の中、大手企業の知名度と給与勤務条

件で劣り、従来型アナログ経営企業のままでは、若者から嫌われる状況にある。 

 

【事業実施の目的】 

・ 岩手県南部において、自動車、半導体等の大手メーカー関連企業の集積が進む中、当セ

ンターにおいても自動車・半導体等の部品調達などの取引拡大や技術革新に注力し、実

績を挙げて来たが、一方で、地域の消費人口減少や人手不足等により経営課題が山積す

る水産・食品加工産業やアパレル縫製等の地場産業の再生を図るために、地域の資源を

活用し地域経済を支える中小企業の再生と発展を強力に支援していくことを求められき

た。それに加え、新型コロナウイルス感染症の影響により、大都市圏を中心とした発注

先からの受注が減少し経営が大幅に悪化している。経営の回復には時間を要することが

予想されるが、その回復の鍵となるものはICTを活用したデジタル経営力であり、IoT導

入を視野に入れた生産性の向上や地域を飛び出し展開できる商品づくりと営業・販売力

の強化である。これまでのものづくり企業支援で培った、当センターのネットワーク構

築力と行動力で地域の中小企業を伴走支援していくとともに、当センターの産業支援機

能の強化につなげていくことを目的とし、下記の事業を実施するものである。 

 

 【各事業の目的】 

(1) 生産性向上支援 

・ 本県製造業の6割近くは、金属・機械部品加工であるが、食品加工・縫製業も3割を越え

る重要な地域産業であり、これらの深刻な人手不足と生産コスト高騰の課題を解決する

ため、ICTの活用、IoT・自動設備導入に向けた集中支援を行う。 

・ 特に沿岸部の主要産業である水産加工においては、原価計算も甘く財務状況を十分把握

できない企業が多く、県北部の主要産業である縫製業は下請の薄利経営であり、利益向

上に向けては生産コストの削減が不可欠である。 

・ 当センターにおいては、現在、ものづくり企業を対象に、工程改善やIoTと自動設備に向

けた専門家派遣を実施し、成果も出ていることから、こうしたノウハウをものづくり企

業以外でも展開する。 

 

(2) 営業・販売力強化支援 

・ コロナ禍での市場変化に対応するため、商品開発や販路開拓に不慣れな水産・食品加工

においては、商品のコンセプトづくりをしっかり行い、具体的な行動に移していくこと

が重要であり、そのための伴走的支援を行う。 

・ また、コロナ禍における売上減少からの脱却を図るため、営業・販売力の強化に向け

て、流通等の専門家の協力をいただきながら、販売手法の見直しや（EC販売検討等）販

売戦略づくりを支援するほか、展示会の出展等により取引マッチングの機会を増やし、

そのフォローアップを行っていく。 

・ 県内縫製業においては、従来の固定した取引先との受注・下請からの脱却をめざし、国

内服飾メーカーや販売店との連携を強化し、単なる受発注のみではなく、商品の共同企

画開発などをモデル的に支援・展開する。 
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【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

（１）生産性向上支援事業 
① セミナー開催 

 ［第１回目開催］ 

日時：令和３年８月６日（金）13：00～16：30 

    場所：いわて県民情報交流センター（アイーナ）、オンライン配信 

  内容：基調講演 「中小企業の IT・IoT 化の取り組みについて」 

     事例紹介１「清酒製造業の IoT 技術の活用について」 

     事例紹介２「縫製業の ICT を活用した生産性向上について」 

  参加者：41 名 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

［第２回目開催］（産業分野別分科会） 

日時：令和３年９月 17日（金）13：00～16：30 

    方式：オンライン配信 

内容：「IoT 活用事例紹介」 

参加者：35名 

 

［第３回目開催］ 

 日時：令和４年１月 21日（金）14:30～17:00 

 場所：久慈グランドホテル、オンライン配信 

 内容：事例発表１ 「生産進捗の見える化と原反管理システムの構築」 

    事例発表２ 「５Ｓを通じた作業環境の改善」 

参加者：35名 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ICT 活用・IoT 導入に関心のある企業への専門家派遣及び実証実験 

   ア 指導企業：Ｙ社 事業内容：酒類の製造・販売 

   ・指導回数  ３回 

   ・指導内容  もろみ温度の自動計測と冷却作業のデータ化及び作業計画及び実績管理

のデータ化に関する指導・助言 

［課題及びニーズ］ 

   ・もろみはこれまで仕込みの際に手作業で温度計測を実施しており、ICT 活用・IoT
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を導入して省人化したい。 

・現在、手書きしている作業計画書・作業実績をデジタル化し社内で共有化したい。 

   ［実証試験内容］ 

   ・温度データ取得機器「おんどとり」の設置、タンク温度調整機の監視を行う仕組み

としてネットワークカメラを組み合わせた温度管理システムの構築 

・Googles スプレッドシートなどオンラインツールを利用したスケジュール管理シス

テムの構築 

［結果及び効果］ 

   ・もろみの温度管理システム、スケジュール管理システムを活用することで有用な

データの取得、デジタル化を行うことができた。今後、さらに取得したデータの分

析を進めることで他のシステム会社のソリューションとの連携も取りやすくなり、

さらなる効率化を行うことが期待される。 

・今後、IoT導入を進めていくためには現場担当者が具体的にデジタル化にどう取り

組むかが大切であるため、勉強会などを通して従業員教育の支援を必要とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 指導企業：Ｓ社 事業内容：味噌、醤油の製造・販売 

   ・指導回数  ４回 

   ・指導内容  麹の発酵時の遠隔温度管理システム構築に関する指導・助言 

［課題及びニーズ］ 

   ・麹室の発酵時の温度管理を手作業で行っており、従業員が夜間対応していることか

ら ICT 活用・IoT を導入して遠隔で温度管理できるようにしたい。 

   ［実証試験内容］ 

   ・醤油工場内のネットワークシステムの構築 

・温度データ取得機器「おんどとり」の設置 

［結果及び効果］ 

   ・醤油工場に設置した IoT 機器により麹室までのネットワークシステムを構築するこ

とでき、今後デジタル化を進める地盤を構築することができた。 

・従業員が遠隔で麹室の温度を管理でき、クラウドでリアルタイムに温度を管理でき

作業の効率化が図られた。今後、可視化したデータを分析をすることでさらなる作

業の効率化が期待される。 
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ウ 指導企業：Ｓ社  事業内容：婦人服製造 

・指導回数   ２回 

・指導内容  縫製の各ラインにおける生産進捗状況の見える化（データ化） 

［課題及びニーズ］ 

・縫製の各工程における進捗状況のデータをリアルタイムで取得し、現場で大型モニ

ターなどを活用し見える化したい。 

［実証試験内容］ 

・生産ラインの一部で作業員１名ずつにスマートフォンを配置し、１枚の作業が完了

するごとにカウントアップ（平均タイムも算出可能）し、管理画面で全作業員の進

捗状況がリアルタイムで計測するシステムの構築。 

［結果及び効果］ 

   ・各作業員の進捗状況が一目で確認できるようになり、作業の遅れなどがある場合

は、すぐに確認でき改善に繋げることができた。 

   ・今後は工程数の多い複雑なラインにも対応できるように、システム対応する部分と

生地の流し方の見直しなど運用面で対応する部分とを組み合わせることでさらなる 

効率化が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 指導企業：Ａ社 事業内容：スラックス製造 

・指導回数  ２回 

・指導内容  多品種少量生産に対応するためのバーコードによる生産管理 

［課題及びニーズ］ 

・これまで生産管理はエクセルベースのデータを活用し行っているが、各製品がどの

工程まで進んでいるかなどを把握できていないため、工場内にトレーサビリティシ

ステムを構築したい。 

［実証試験内容］ 

・裁断から検査工程までの８工程でサンプル品の仕様書に２次元バーコードを付与

（シールで貼り付け）し、各工程に製品が流れてきたら、バーコードリーダーでス

キャンし通過履歴データを取得する。 

   ・管理画面では、工程ごとに各製品がどのタイミングで工程に入っているかを確認で

きる。 

［結果及び効果］ 

・サンプル品が生産ラインのどの位置に流れているかが常に把握できるようになり、

生産管理の作業効率が改善された。納期管理もデータ管理することが可能となり、

取引先からの照会に即座に対応することが可能になった。 

・今後は現在実用化できているシステムをサンプル品だけでなく量産品にも対応でき

るようになればさらなる効率化が図られる。 
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オ 指導企業：Ｍ社 事業内容：レインウェア、防寒服、アウトドアウェア製造 

・指導回数   ４回 

・指導内容  製品ごとの作業標準時間の算出、リアルタイムでの生産進捗管理 

［課題及びニーズ］ 
・これまで作業員の作業内容とそれに要した時間を計算し、日報として集計しているが、

そのデータは活用できていない。標準作業時間を算出するためのデータ取得を行い、そ

のデータを活用し生産の進捗管理を行いたい。 

［実証試験内容］ 

・組み立て工程、裁断工程にあわせて 10箇所にタブレットを設置し工数取得システ

ムを構築。 

・実証実験用の生産管理システムを導入し、各作業者が作業した時間が集計できるよ

になった。 

［結果及び効果］ 

・ストップウオッチで作業時間を計測していたが IoT を導入し作業時間を集計できた。 

・今回取得したデータを自社で管理しているプロジェクトの進捗管理、Excel で管理

している加工予定表と組み合わせて活用していく。最終的には取得データを次のリ

ピート品生産時の加工予定表に入れていくことで、より厳密な生産進捗管理を目指

していくもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 指導企業：Ｎ社 事業内容：紳士・婦人服製造 

・指導回数  ４回 

・指導内容  縫製の各ラインにおける生産進捗状況の見える化 

［課題及びニーズ］ 

・元々グループ全体で使用しているシステムがあり生産進捗管理に活用している。現

行のシステムは量産品に適したものであり、当社工場では小ロット製品が主力と

なっていることから適していない面も多い。自社の特徴にあった生産管理を行い、

作業工程を見える化したいというニーズがある。 

［実証試験内容］ 

・生産ラインの８工程にタブレットとバーコードスキャナーを設置し、実績数を管理 

 できるシステムを構築。 

・工場内にモニターを設置し生産進捗状況をリアルタイムで見える化した。 

［結果及び効果］ 

・これまで実績数の管理はホワイトボードに手書きで記入し、記入漏れが多かったが 

 正確な実績管理とリアルタイムで進捗状況を確認できるようになった。 

・今後は IoT 機器を導入する工程を広げていくことでより詳細なデータを集計し、既 

存のシステムに浸透させていくことで作業の効率化を図るもの。 
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キ 指導企業：M 社 事業内容：婦人服製造 

・実施日時  １回 

・指導内容  縫製の各ラインにおける生産進捗状況の見える化 

［課題及びニーズ］ 

・標準時間分析の効率改善。自社で使用していた生産目標の設定システム「ＡＲＩＳ」の時

間分析の元データを基に、標準時間分析を効率良くできるシステム等を構築したい。 

［実証試験内容］ 

・作業工程の時間研究システムの導入試験。 

・これまで当社で集計していた作業時間データを基に自動で生産ラインを組めるシス

テムを構築。  

［結果及び効果］ 

・これまで Excel を使用して生産ラインリーダーが手作業で生産ラインを組んでいたが、

自動振り分けされることで作業の効率化が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 
生産性向上支援事業 
①セミナーの開催 
［参加企業］ 
目標：30社（2回開催）成果：44社 3回開催（①12社・②14社・18社） 

 ［満足度］ 
  目標：70％ 成果：87.6％（平均値）（①75％②100％③88％） 
  ※５段階評価のうち、「満足」「やや満足」と回答したものを集計。 
②専門家派遣企業 
［支援企業］  
目標：５社 成果：７社 支援回数 20回（食品製造業２社７回・縫製業５社 13回） 

 ［内 IoT 試験導入企業］ 
  目標：２社 成果：３社 （食品製造業１社・縫製業２社） 
                                                   

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 
・【食品製造業支援】 

IoT導入により、製造工程における温度管理の見える化を図り、現場作業者の働き方の改

善、品質向上を図ることが検証できた。また、現場作業者の作業計画、作業実績の見え

る化もあわせて進めることができた。今後は取得したデータの検証を進め、地域のITベ

ンダー等と連携しながら本格的導入に向け支援していく。 

・【縫製業支援】今回の支援により作業の効率化、納期管理のデータ化等生産性向上に寄

与することができた。実証実験を通して得られたデータの検証を進めることで、それぞ

れの工場にあった形のシステムの実用化を進めていくもの。今後は他の縫製工場へ展開

し、県内縫製業全体の生産性向上に寄与していく。 
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（２）営業・販売力強化支援 
① 商品づくり・流通販売ノウハウの研修会 
日時：令和３年 11月 22 日（月）15：05～16：05 

  場所：岩手県工業技術センター 大ホール（盛岡市） 

演題：展示会に向けた営業力強化について 

  参加者：26名 

    
 
② 商品開発・販路開拓に意欲的な企業への専門家派遣 

 

ア Ｓ社 

・事業内容  蜂蜜の製造・販売、白樺樹液商品の販売 

   ・指導内容  マーケティングについてのレクチャー、独自価値の明確化と言語化及

び商品開発に関する指導 

  
 

イ Ａ社 

・事業内容  酒類の製造・販売 

      ・指導内容  マーケティング戦略、商品開発に関する指導 
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ウ Ｅ社 

・事業内容  水産加工品の製造・販売、飲食店の経営 

・指導内容  独自価値の言語化、ブランドコンセプトや企業情報の整理、商談会

ブースの設えに関する指導 

   
 

エ Ｋ社 

・事業内容  菓子類の製造・販売、飲食店の経営 

   ・指導内容  バイヤー向け商品資料の作成、展示会ブースのポイント、マーケティ

ング戦略、企業力強化・人材確保に関する指導 

   
 

オ Ｏ社 

・事業内容  醤油、味噌、たれの製造・販売 

   ・指導内容  独自価値の明確化と言語化、出展ブースの設え、商談用ツールの整備

に関する指導 

   
  

 

 

 

 

 

  



- １０ - 

カ Ｐ社 

・事業内容  水産加工品の製造・販売 

   ・指導内容  独自価値の明確化と言語化、出展ブースの設え、商談用ツールの整備

に関する指導 

    
 

キ Ｍ社 

・事業内容  飲料品（アロニアスムージー、アロニア甘酒）の製造・販売 

   ・指導内容  バイヤー向け商品資料の作成、展示会における成果の考え方、マーケ

ティング戦略に関する指導 

   
 

ク Ｔ社 

・事業内容  水産加工品の製造・販売 

   ・指導内容  独自価値の明確化と言語化、商品のリブランディングに関する指導 
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ケ Ｋ社 

・事業内容  酒類の製造・販売、ハーブの生産・加工・販売 

   ・指導内容  プレスリリース、取引条件、コピーライティング、営業用ツール、展示会への

参加目的の明確化に関する指導 

      
 

コ Ｋ社 

・事業内容  冷凍食品の製造・販売 

   ・指導内容  バイヤー向け商品資料の作成、マーケティング戦略、商品開発の考え

方に関する指導 

   
 
③ 県外関連企業とのマッチング等による販路開拓を支援 
◆スーパーマーケットトレードショー2022 への出展 

会期：令和４年２月 16日（水）～18日（金） 

場所：幕張メッセ 国際展示場（千葉県） 

   出展事業者：33社 

   来場者数：42,885 名（会場全体３日間合計） 

［岩手県ブース］ 
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［来場者向けパンフレット］      ［動画］ 

      
◆いわてアパレル企業ビジネスマッチング商談会の開催 

  商談期間：令和４年１月25日（火）13：00～16：45 

  開催場所：東京交通会館3階グリーンルーム 

参加企業：受注企業（岩手県内）5社、発注企業（県外のメーカー、商社等）12社 

総商談件数：24件 

成果：１件量産にむけて交渉中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 
(2) 営業・販売力強化支援 
①商品づくり・流通販売ノウハウの研修会 
［参加企業］ 
目標：30社  成果：26 社 26 名 
※参加申し込みは 30 社 30 名であったが、開催日当日のキャンセルが発生したため、26
社 26 名参加での開催となった。 

 ［満足度］ 
  目標：70％  成果：69.2％ 
  ※５段階評価のうち、「満足」「やや満足」と回答したものを集計。 
 
 ②商品開発・販路開拓に意欲的な企業への専門家派遣 
［派遣企業］ 
目標：10社  成果：10 社 

 ［新商品開発着手］ 
  目標：２社  成果：３社 
 ［指導・助言を活かした商品］ 
  ア Ｓ社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

事業者自身が気づいていなかった「非加熱ハチミツ」の希少価値について助言した結
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果、これまで謳ってこなかった希少価値を ECサイトでの販売コピーに生かされるよう

になった。また、消費者が使用しやすい形態の開発を指導した結果、プッシュボトルの

商品化に生かされた。 

 
 

イ Ｅ社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     「熟成魚生ハム」を分かり易く伝えるためのキャッチコピーが整理されていなかった

が、専門家からの指導により「生より美味しい」というキャッチコピーが生まれた。 

   商談会出展の際の販促物にも生かし、商品コンセプトを分かり易く明確に伝えること

ができるようになった。その結果、商談会会場にて 10件の見積依頼を受け、さらに３

件の商談アポイントを取ることができた。 
 
  

 ウ Ｋ社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   WAKAシリーズを分かり易く伝えるためのキャッチコピーが整理されていなかったが、

専門家からの指導により「少しを楽しむお酒」というキャッチコピーが生まれた。 

   商談会出展の販促物や、商品販売開始のプレスリリースなどにも生かされ、商談会出

展の際の販促物にも生かし、商品コンセプトを分かり易く明確に伝えることができるよ

うになった。その結果、商談会会場にて６件の見積依頼を受け、さらに３件の商談アポ

イントを取ることができた。 
 
③展示会・マッチング商談会支援企業 
［出展者数］ 
目標：40社（食品製造業 24社・縫製業 16社） 
成果：48社（食品製造業 33社・縫製業 15社） 

 ［成約件数］ 

 目標：10社（食品製造業６社・縫製業４社） 

成果：７社（食品製造業７社、成約件数21件、成約金額3,425千円、見積件数310件 

取引見込金額25,875千円） 

（縫製業０社※新型コロナウイルス感染拡大を受け開催直前に参加を辞退す 

る企業も増加した。辞退企業については今後は個別あっせんをフォロ―を 

実施している。） 
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【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 
・【食品製造業支援】 
食品の展示商談会は、コロナ禍での出展となったが、対面形式での開催ということで、 

事業者の参加意欲も高く、感染防止対策を徹底した上で、実施することができた。 

出展した 33 事業者のうち、専門家派遣指導を行った８事業者については、専門家から

の助言・指導内容がブースの設えや商品のパッケージデザインに生かされていた。 

岩手県内においては、地域の消費人口減少や新型コロナウイルスの影響により、地場企

業の縮小や廃業が著しい状況にあるが、消費人口や取引先が減少する地域に止まらず、

コロナ禍における売上減少からの脱却を図り、県内外に打って出て営業展開する事業者

を増やしていくため、魅力的な商品づくりや、営業指導の支援を今後も引き続きおこ

なっていく。 

 

・【縫製業支援】 

昨年度は新型コロナウイルスの影響により集合形式での開催が見送られたが、今年度は

従来の形式で商談会を開催することができた。今後も国内縫製工場が減少する厳しい環

境のなかで、高い技術を誇るいわての縫製企業を知っていただく機会として本商談会を

活用し、県内企業の売上回復に寄与していく。 

 

 


